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1980 年代の「失われた 10 年」を経て，2000 年代の
ラテンアメリカはブラジルを中心に新たな成長地域と
して注目を集めている。「『失われた 10 年』を超えて
―ラテン・アメリカの教訓」シリーズは，社会経済的
困難を経験した同地域の経験から，日本への教訓を引
き出すことを目的に刊行された。3 冊目となる本書は，
近年におけるラテンアメリカの産業発展を取り上げて
いる。
内容は，産業発展を分析する視点となる産業クラス
ターに関わる理論をレビューする第 I 部と，各国にお
ける産業クラスターの発展を具体的に分析した第 II 部
からなる。
第 I 部の問題関心は産業クラスターの発展と途上国
の経済開発である。衣料品や電子機器などの製造業に
代表されるように，途上国の産業は既に多国籍企業に
よる国際的な価値連鎖（グローバル・バリュー・チェー
ン）に組み込まれている。しかし財務，企画，設計，マー
ケティングなど付加価値を多く生み出す業務は先進国
で行われ，途上国は単に低賃金労働力の提供にとどま
る場合が多い。近年，先行研究によって途上国におけ
る産業クラスター形成の条件や方策が明らかになりつ
つある。これらの成果を生かすことで途上国の各地域
においても，雇用の創出や付加価値の拡大など経済開
発に資する産業クラスターを形成することが可能であ
ることが示される。
第 2 部が取り上げるのは製造業と農水産業の成功・
失敗の事例である。既存の産業クラスターが自由貿易
の拡大による変化への対応に迫られている事例がみら
れる。一方で，天然資源や人材などそれぞれの国や地
域に賦存する各種資源を，公的機関や民間企業の境を
越えて結びつけることで，国際競争力のある産業クラ
スターの形成が可能になることが示されている。
 （清水達也）
